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５月３０日（金）に第１回理事会・代議員会をオンラインで開催し、活動方針並びに事業・予算等について承認

をいただきました。これにより、今年度の島事研活動が本格的にスタートをいたしました。        

活動方針については、基本方針と５つの重点的取組を掲げました。各事業部（研究部・研修部・情報部）も具体

的な取組を示し、活動いたしますので、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

▶重点的取組②について   

【研究大会】 

出雲教育事務所管内研究大会準備委員会が主管となり、第５５回研究大会を、令和７年１１月７日（金）に、ビッ

グハート出雲において、ハイブリット型で終日開催をいたします。 

【セミナー】 

今年度は、中国地区公立小中学校事務職員研究

会の主管として、中国地区公立小中学校事務研究

大会を兼ねて、令和８年 1月３０日（金）に、ビ

ッグハート出雲において、参集型で午後からの半

日開催をいたします。 

 研究大会・セミナーともに、島事研において主要

な事業です。多くの方の参加を期待しております。 

▶重点的取組⑤について 

 【研究委員会】 

 全国公立小中学校事務研究大会（令和１０年度：

６０周年記念茨城大会）の分科会発表に向け、研究 

委員会を発足いたします。研究委員については、会

員から募集および各市郡理事に推薦していただき

ます。分科会発表だけではなく、研究委員会の発足

を機に、研究委員会活動を通じたキャリアアップ、

島事研活動の活性化・島事研の世代交代等に繋げたいと思いますので、積極的にご応募ください。 
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１．基本方針

▶重点的取組

研　修　部

・第５５回研究大会（出雲大会）に向けて
　役員会・準備委員会と連携し，基本方針に沿った大会を企画します。
・令和７年度中国地区公立小中学校事務研究大会兼第１７回学校事務セミナーの企画・運営
　島事研ビジョンに沿った講師選定・企画・運営をします。
・新規採用者の支援プログラムについて提案を行い，プログラムの周知と活用推進を目指します。
・任命権者研修アンケートの実施と検証を行い，教育センターへ提案します。

情　報　部

・情報発信
　広報誌「爽」の発行，ホームページの管理・運営を通して，会員や関係諸機関等への情報発信を
　行います。発信される情報がもとで会員相互の交流や取組の参考につながるように努めます。
・情報収集・整備
　島事研調査・全事研調査への協力を通して事務職員情報等の収集を行います。
　収集したこれらの情報を整備し，島事研活動に生かしていきます。

渉 外 活 動

（会長・副会長・事務局
長を中心に，必要に応じ
て事業部長が活動を行
う。）

令和７年度　島事研活動方針

「会員相互の連携をもとに学校事務の研究，学校事務職員制度の確立を推進し，会員の資質向上を図り，
もって本県学校教育に寄与する」が島事研の目的です。すべての会員が島事研の目的を念頭に置き，学校事務
職員の果たす役割とは何かを考え，行動（実践）ができるための支えとなる研究会として取組を進めます。

研　究　部

・第六次研究中期計画の推進
　研究大会に向け，応用研究発表の準備を発表者と一緒に行います。
　研究活動を推進するために，タイムリーな情報発信に努めます。
・研究に関わる情報発信を行います。
　広報誌「爽」の”研究部コーナー”で，年２回，組織外部に研究活動の情報発信を行います。

・島根県教育委員会へ学校事務職員の職務実態を届け，事務職員制度のあり方について提案していき
ます。
・全国公立小中学校事務職員研究会の支部として，全国の情報の収集・全国への情報の発信を行い会
員への還元を推進していきます。
・中国地区公立小中学校事務職員研究会の支部（主管）として，中国５県で連携し，会員への情報提
供を行います。
・互助会（評議員），学校生協（理事），弘済会島根支部（監事）へ役員を選出し関係機関との連携
を図ります。

　②島事研の目的達成に迫れるよう，研究大会及びセミナーを開催します。
　③ICT等を活用し各事業の効率化と浸透を図り，会員に還元できる取組を推進します。
　④島事研ビジョン２０２０の総括及び次期島事研ビジョンの策定について検討します。

　①「島事研ビジョン２０２０」を会員相互で共通理解し，より良い島事研活動を推進します。

　⑤研究委員会を発足し，全事研分科会発表（令和１０年：第６０回大会）に向け取組を推進します。
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島事研が行う応用研究とは何か？〜基礎研究からの発展と協働による実践的探究〜 

  

 昨年度の研究大会で、今年度から始まる「応用研究」についてご説明をしました。 

  スタートにあたり、その時お伝えした内容について、ぎゅっとまとめて、あらためてお知らせします。 

  ご確認いただき、「応用研究」を行う際の参考にして、取組の推進をお願いいたします。 

 

▶「応用研究」の位置づけ  

「応用研究」は、これまでの「基礎研究」で得られた知見をもとに、地域や組織の枠を超えて複数人で協

働しながら行う実践的な研究活動です。令和 7・8年度の 2年間を実施期間と計画しています。 

 

▶ 応用研究の意義 

ICT の普及により「時間」と「距離」の制約を超えた研究活動が可能になりました。「応用研究」は、「基

礎研究」の成果を発展させる取組を行いながら、学校事務職員としての成長を目指します。この取組を通し

て、島事研のミッションである「島根の子どもたちの豊かな育ちを支援する」の達成につなげていきます。 

 

▶ 研究の進め方と特徴 

•I C T の 活 用：遠隔地の研究者同士が連携するために、オンラインツール（キントーンや Zoom など）を

積極的に活用します。 

•研究サイクル：従来通り、「研究の記録」は年次でまとめますが、研究の期間は単年度から複数年度まで

柔軟に設定可能です。 

•自己目標との関係：「基礎研究」は各自が年度当初に定める「自己目標」と関連付けて行っていますが、 

「応用研究」では必須ではありません。 

 

▶「応用研究」メンバーの探し方 

キントーンを活用して、以下の 2つの方法で研究を一緒に行う方を探すことができます。 

1.直接募集型：キントーンの「掲示板」に募集内容を投稿し、興味を持った人と直接やり取りする方法 

2.間接探索型：他者の研究記録を閲覧し、興味のある内容に基づいて研究部が仲介する方法 

 

▶ 支援体制と環境整備 

•オンライン会議：島事研が契約している Zoom を利用した打ち合わせが可能です。 

•地域組織の支援：「基礎研究」では「地域組織」の支援を行うことをお願いしていますが、「応用研究」 

では、研究を一緒に行うメンバー間で助け合う体制になります。 

•研究スペースの提供：キントーン内に応用研究用のスペースを設置し、非公開でやり取りが可能です。 

 

▶ 発表と成果の共有 

•発表時間は原則 20分ですが、内容に応じて柔軟に対応します。 

•発表形式は発表者が自分に合うという方法で発表する形を選択可能です。 
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未来を担う子どもたちのために  

～島根県教育センターで感じる学校事務職員育成の意義～ 
島根県教育センター 企画・研修スタッフ 三浦 雄一郎 

  

島根県教育センターは、県内の教職員の資質向上を目指した研修の実施や学校教育に関する

調査・研究、教育相談事業等を通じて、島根県の学校教育を支える役割を担っています。この教

育センターでの勤務を振り返り、感じていることを少し書かせていただきたいと思います。 

私が所属する企画・研修スタッフでは、管理職研修や教職経験年数に応じた研修、そして学校

運営を円滑に進める上で不可欠な学校事務職員を対象とした研修の企画・運営を行っています。 

学校事務職員の研修では、島根県公立小・中・義務教育学校人材育成基本方針の育成指標に基

づき、新規採用小・中学校事務職員研修や職務研修、学校運営に係る能力開発研修等を実施して

います。複雑化・困難化する学校を取り巻く諸課題に対応し、チーム学校の中で学校事務職員の

皆さんが力を発揮していただけるよう、学校事務に係る基礎的な内容から ICT 活用や各種マネ

ジメントに係る内容など、多岐にわたる専門的知識とスキル習得を支援しています。特に学校事

務職員個々の具体的な課題解決に繋がるよう、ニーズを反映した学びの場を提供することに注

力しています。今年度より実施している、小・中・義務教育学校事務職員選択可能研修もその一

つです。 

また、島根県教育センター研修情報システムの主担当もさせていただいています。研修情報シ

ステムは、研修受講履歴を記録し、それを活用することにより、指標に基づいた計画的な教職員

人材育成の一助とすることを主な目的に運用しています。研修情報システムがより使いやすい

ものとなるよう随時アップデートしていますので、お気づきの点があればお気軽にご連絡くだ

さい。 

教育センターでの勤務は、日々新たな発見と学びの連続です。最も大きなやりがいは、研修に

参加された学校事務職員の皆さんが、研修を通して新たな気付きを得たり自身の専門性を高め

たりすることで、自信を持って学校運営を支える「学校事務のプロフェッショナル」として成長

される機会に立ち会えることです。 

また、教育センターで勤務する中で、子どもたちの豊かな学びのために学校全体を「学校事務

の視点」から俯瞰する重要性を改めて深く認識するとともに、多くの学校事務職員や教育行政関

係者と関わることで、学校運営の中核を担う学校事務職員の皆さんの貢献度の高さと、その重責

を日々痛感しています。 

多様な教育的ニーズへの対応や教育の DX 化など、学校を取り巻く環境は常に変化し、学校事

務職員に求められる役割も高度化・多様化していくと思われます。これらのニーズに迅速かつ的

確に応えていくことは容易ではありませんが、現場で働く皆さんを支えることが教育センター

の存在意義だと捉えています。今後も島根県教育センターが、学校事務職員の皆さんの課題に寄

り添い、共に学び、学校の「組織力」「経営力」を高めることで、島根の未来を担う子どもたち

の健やかな成長を支える「学びの場」であり続けることを強く願っています。 

島根県教育センターでの経験は、私自身の学校事務職員としての知見 

を広げ、専門性を高めるだけでなく、学校事務職員としての誇りをさら 

に強くもつことにも繋がっています。今後も、学校事務職員の皆さん、 

学校現場、そして子どもたちのために少しでも貢献できるよう、研鑽を 

積んでいきたいと思います。 
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新規採用小中学校事務職員研修に参加して 

 

大田市立第一中学校 道山 倖 

 

私は 5 月 15・16 日に出雲合同庁舎で、5 月 23 日はオンライン上で、6 月 20 日は

島根県教育センターで、これまで計 3 回の新規採用小中学校事務職員研修に参加しま

した。 

1 回目は、社会人としてのコミュニケーションや敬語の使い方など基本的なことか

ら、文書事務などの学校事務の基本的な業務内容、学習指導要領や人権教育など教育に

関わることまで幅広い分野の研修を受けました。 

その中でも、事務職員は教職員をはじめ外部の方と関わる機会も多いため、コミュニ

ケーションの部分で参考にできるポイントが多くありました。とくに「アサーティブ」

という自他ともに歩み寄る精神をもってコミュニケーションをとる姿勢は、事務職員

として必ず身につけていきたい能力だと思いました。 

2 回目は、主に給与に関する事務について研修しました。 

各手当の細かい認定の要件を学んだ後、これまでに経験したことがない難しい事例

の演習がありました。認定事務では正確な書類作成がとても重要であり、判断が難しい

事例などがあった場合には周りの人に相談できる人間関係づくりも必要になっていく

と思いました。 

3 回目は、「給与の手当に関する認定事務」と「旅費の実務・請求について」の 2 つ

の内容について研修を行いました。 

特に印象に残っているのが、「自分の経験や実績に頼らず要綱や赤本を確認して確実

な根拠を見つけることが重要」という内容でした。手当の認定については、要綱・規則

は改定されることがあり、前回認定されたから今回も大丈夫という感覚で進めると認

定できないということになってしまうので、常に意識していきたい 

と思いました。 

これからまだ覚えることや、学んでいくことが多くあるので、研 

修で学んだことを日々の業務に活かしていきたいと思いました。  

 

 

  

 

  

  

  

     
 

第55回島根県公立小中学校事務研究大会 
 

 

期  日 令和 7年 11月 7日（金）  

会  場 ビッグハート出雲 

講演講師 ベネッセ教育総合研究所教育イノベーションセンター 

主任研究員 庄子 寛之 氏  

演  題  「学校における業務改善」 

 

 

 

ご 案 内 
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吉賀町立柿木小学校  椋木 博美  

 

  新任事務リーダー研修に参加して 

5 月 16 日に島根県教育センターにおいて開催された新任事務リーダー研修に参加し、下

記の 3 つの講義を受けました。 

 

①教職員の倫理・服務について  

本講義では、一度失った信頼を取り戻すには、並大抵のことではない。信頼される教職員

であり続けるために、「自分は大丈夫。自分には関係ない・・・」ではなく、もしかしたら自

分も不祥事の当事者になってしまうかもしれないという、当事者意識を高めることが大事だ

と学びました。 

また、不祥事の原因のひとつとして、学校内で児童生徒への対応についての悩みや個人的

な悩みを相談できる体制が十分機能していないことが挙げられていました。普段から教職員

間でたくさん会話をして、気軽に相談ができるような職場の雰囲気づくりに努めることも重

要だと感じました。 

 

②事務リーダーの職務について 

本講義では、事務リーダーに求められる役割と責任について理解を深めました。職務内容

の１つに「学校事務に関連した広範な事柄について研修に努め、その成果を事務グループの

事務職員に提供する」とあります。常にアンテナをたてて情報収集し、誰にでもわかるよう

にかみ砕いて説明できるよう、自己研鑽に努めたいと思いました。 

 

③組織マネジメントについて  

同日開催された新任校長研修と合同で実施され、「学校組織マネジメントの理論と実践」と

いう講義を受け、その後「学校の組織力向上に向けてどのようなことに取り組んでいくこと

が必要か」「勤務校の現状や地域の実情等を踏まえながら取り組む課題について」グループ協

議を行いました。講義内容や協議内容を全て自分の中に落とし込むことはできませんでした

が、組織内の若年者を支援できるよう自らの資質向上に努めることはもちろん、事務リーダ

ーとして組織力向上のため、ミドルリーダーの育成も重要だと感じました。 

 

1 日の研修をとおして、事務リーダーとして担うべき職務とそれを遂行 

するための組織マネジメントの重要性を認識することができました。今後は 

本研修で得た知識を日々の業務に活かし、事務リーダーとしての資質を高めていきたいと思

いました。 

令和7年度中国地区公立小中学校事務研究大会 兼 第 17回島根県学校事務セミナー 
 

期  日 令和 8年 1月 30日（金）   

会  場 ビッグハート出雲 

講演講師 学校片づけアドバイザー  伊藤 寛子 氏 

演  題  「学校事務職員は片づけの発信者」 
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【 編集後記 】 

「変えないために変えていく」という言葉があります。明治神宮の式年遷宮の思想を表現した言葉で、「自

然や生命が循環するように、過去のものが現在に生き、未来にわたり常に若く瑞々しい姿を保ち続ける」とい

う意味が込められています。私の勤務校では来年度に統合を控えており、学校を取り巻く環境は大きく変わり

ますが、それぞれの学校で受け継がれてきた「よいもの」を、「よりよい」形で受け継ぐためにも、この言葉

を大切にしていこうと思っています。（I・Y） 
 

原作・画 ： 佐伯 圭一 

隠岐の島町立有木小学校は、明治 7年に創立された

150 年近い歴史を持つ学校です。自然豊かな環境と地

域の方々のあたたかな支えの中で、34名の児童が毎日

いきいきと学校生活を送っています。 

本校では、森林教育「みーもスクール事業」に取り

組んでおり、森に親しみながら森林の役割や自然の恵

みに目を向ける学習を進め、自然と共に生きる感性や

環境への関心を深める機会となっています。地域の

方々も蜂の巣や鳥の巣・卵、児童が植えた栗が芽吹い

た様子を見に来てくださるほか、七夕やクリスマスに

は竹や木を提供してくださるなど、自然や地域の方々

との関わりがとても深い学校です。 

また本校には、子どもたちが大好きな「有木の森」

という特別な場所があります。学校周辺の土地の所有

者の方から「教育に役立ててほしい」との申し出をい

ただき、子どもたちの声をもとに整備・改修しまし

た。現在はターザンロープ、ブランコ、巨大ハンモッ

クなどの遊具が設置され、自然の中で思いきり体を動

かせる遊びの広場として活用されています。休み時間

になると、有木の森へ駆け出す子どもたちの笑顔に私

も元気をもらっています。 

豊かな自然とあたたかな地域の力に支えられた教育

環境がある有木小学校で、学校事務職員として子ども

たちの成長を支えていきたいと思います。 

 

学校紹介 

隠岐の島町立有木小学校 

主任主事 牧野 由花 


